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① 外被性能基準（ＵＡ・ηＡC）の計算方法 
 

② ZEH基準に対応する外皮仕様例（6地域） 
 

③ 施工のポイント（充填断熱工法） 
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① 外被性能基準（ＵA・ηＡC）の計算方法 
 

② ZEH基準に対応する外皮仕様例（6地域） 
 

③ 施工のポイント（充填断熱工法） 
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地域区分 1 2 3 4 5 6 7 8 

外皮平均 
熱貫流率 
(UA値) 

一般 
ZEH仕様 

０.４０ 
以下 

０.５０ 
以下 

０.6０ 以下 ― 

外皮強化型 
ZEH仕様 

０.３０ 
以下 

０.４０ 
以下 

０.４０ 
以下※ 

０.５０ 
以下 

― 

冷房期の平均日射取得率 
(ηAC値) 

── 3.0 2.8 2.7 3.2 

ZEH外皮基準 

※暫定措置として地域区分４及び５についてはＵＡ値が０.50以下であっても加点対象とみなします。 



室内から室外にどのくらい熱が移動するかを表す指標が熱
貫流率です。 
それを、天井、壁、床、窓等の外皮の合計面積で割った値
が、外皮平均熱貫流率です。 
数値が小さいほど断熱性能が高い住宅です。 

  外皮平均熱貫流率とは？ 
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住宅に日射がどのくらいはいってくるかを表すものが 
日射熱取得率です。 
それを、天井、壁、床、窓等の外皮の合計面積で割った値が、
外皮平均日射熱取得率です。 
数値が大きいほど日射熱を取得しやすい住宅です。 

基本的には、暖房期（冬期）は日射熱を取得しやすいほうが暖かく、冷房期（夏
期）は日射熱を取得しにくい住宅のほうが涼しい住宅となります 

  外皮平均日射熱取得率とは？ 
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　→ → →

躯体、ドア

→ → 窓 →
方位係数

ν c

方位係数ν c

温度差係数H

外皮
面積A

①　ｍｃ＝（A×η ×ν c）
＋（A×η ×ｆc×ν c）

②冷房期の平均日射熱取得率

η A＝ｍｃ/Σ A×１００

①　ｑ＝A×U×H
外皮平均熱貫流率

②　UA＝ｑ/Σ A
部位の

熱貫流率U

部位の日射
熱取得率η

補正係数
ｆｃ

外皮性能の計算手順 

ステップ   
１ 

 面積 

ステップ
２ 

 性能値 

ステップ 
３ 

  係数 

ステップ 
４ 

計算 
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実際に外皮計算は、どのように行うのか？ 

① 自分で計算する 
 

② 外皮計算できるソフトを導入する 
 

③ 外皮計算を外注する 
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①外皮計算のための準備 



①外皮計算のための準備 

階 部屋 方位 幅 高さ 面積 仕様 
1 居間、食事室 東 1,650 1,300 2.15   
1 台所 東 1,400 700 0.98   
2 子供室 東 600 1,100 0.66   
1 浴室 西 600 900 0.54   
1 玄関 西 900 2,100 1.89 ドア 
2 主寝室 西 900 1,100 0.99   
2 クローゼット 西 600 900 0.54   
1 居間、食事室 南 1,650 2,100 3.47   
1 居間、食事室 南 1,650 2,100 3.47   
1 和室 南 2,550 1,800 4.59   
2 主寝室 南 1,650 1,050 1.73   
2 子供室 南 1,650 1,950 3.22   
2 子供室 南 1,650 1,950 3.22   
1 台所 北 900 1,800 1.62 ドア 
1 洗面所 北 600 900 0.54   
1 トイレ 北 600 900 0.54   
1 廊下 北 600 900 0.54   
2 トイレ 北 600 900 0.54   
2 廊下 北 900 1,100 0.99   

開口部寸法 

躯体部の開口寸法を原則として算出するが、以下のどれでもよい。 

   ①建具の出来寸法（外のり寸法） 
   ②JIS A4706による呼称寸法 、内のり寸法 
   ③JIS A4710 および JIS A2102-1 

 
    

036： 幅 ：0.36ｍ（360mm） 
 03 ：高さ：0.3ｍ （300mm） 
 

●呼称寸法 5桁の数字の前3桁は幅（W）、後2桁は高さを表しています。 

 

 

 

例：０３６０３ 

 

 

 
各部位の面積 
部位 小計 合計 
外壁断熱面積 東 33.31 

172.26 
南 52.83 
西 33.31 
北 52.83 

天井断熱面積   67.90 67.90 
床断熱面積 1階 62.13 

62.13 
2階 0.00 

土間床面積 玄関 2.50 
5.80 

浴室 3.30 
        
延べ床面積 1階 67.90 

120.07 2階 52.17 
3階   

        

土間床外周       

  外気側外周 床下側外周   

玄関 1.37 1.37   

  1.82 1.82   

玄関計 3.19 3.19   

UB 1.82 1.82   

  1.82 1.82   

UB計 3.64 3.64   
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部位 材料名 厚み 熱伝導率 

天井 石膏ボード 9.5㎜ 0.220 
アクリアマット14Ｋ 155㎜ 0.038 

外壁 石膏ボード 12.5㎜ 0.220 

アクリアネクスト14Ｋ 105㎜ 0.038 

天然木材 105㎜ 0.120 

合板 9㎜ 0.160 
その他床 フロア材 12㎜ 0.160 

床合板 24㎜ 0.160 

アクリアＵﾎﾞｰﾄﾞﾋﾟﾝﾚｽ 105㎜ 0.036 
天然木材 105㎜ 0.120 

浴室土間 AFボードKS 40㎜ 0.021 

各部位の構成 建物の方位 

日射地域区分 

①外皮計算のための準備 

省エネ地域区分 
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壁面積の拾い方 （西・東・南・北の例） 

外皮面積の求め方 



壁面積の拾い方 （西面の例） 

水平方向は、柱芯から柱芯 

高
さ
方
向
は
、
 

床
面
か
ら
天
井
面
 

西壁 
断熱面積 

外皮面積の求め方 
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天井面積の拾い方：今回のモデルは1階の延べ床面積 = 天井面積  

床断熱面積 

土間面積 

水平方向は、柱芯から柱芯 

床面積の拾い方 

外皮面積の求め方 



実際に外皮計算は、どのように行うのか？ 

① 自分で計算する 
 

② 外皮計算できるソフトを導入する 
 

③ 外皮計算を外注する 

無償公開されている、 
EXCELソフトを使って計算をしてみる 
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外皮計算書（住宅瀬能評価・表示協会より） 
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外皮計算書（旭ファイバーグラス） 
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①外皮計算 
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評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内 

19 



20 

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ①地域区分・基準レベルを選択する 
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（2017年4月25日　AFGC修正）

1）基本情報の入力

階 階

2）計算結果

3）省エネルギー基準外皮性能適合可否結果

基準値 判定

適合

適合

基準レベル

ZEH外皮一般

↑(プルダウンメニュー)

ZEH外皮一般,
ZEH外皮強化(加点),
等級４，３，２から
選択

　住宅の名称 ZEH標準　温暖地モデル

地上 2 、地下

６（Ⅳb）

　住宅の規模

　住宅の所在地 （地域区分）

住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率（冷房期・暖房期）計算書 

‐H28年省エネルギー基準に基づく（木造戸建て住宅）‐

2.4　暖房期の平均日射熱取得率（η AH）

　外皮平均熱貫流率（UA） 0.58 W/（㎡K） 　冷房期の平均日射熱取得率（η AC） 2.5

　外皮等面積の合計 308.08 ㎡

計算結果

　外皮平均熱貫流率　 0.58 W/（㎡K） 0.6 W/（㎡K）

ZEH支援事業の暫定措置として4・5地域の外皮強化UA値は、
0.50以下でも加点対象とみなします。

　冷房期の平均日射熱取得率 2.5 2.8

共通条件・結果 
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■ 天井の熱貫流率 U値：[W/（㎡・K）]計算例 

（ 天井 野縁上に敷き込む場合 ）の実質熱貫流率 Ｗ/（㎡Ｋ）   

仕様番号 
部 分 名 一般部 熱橋部 

熱橋面積比 1.000   

  
熱伝導率λ 
Ｗ/(ｍ・Ｋ) 

厚さｄ 
ｍ 

ｄ/λ 
㎡・Ｋ/Ｗ 

室内側 熱伝達抵抗 Ｒi － － 0.090   

石膏ボード 0.220 0.0095 0.043   

アクリアマット14K 0.038 0.155 4.079   

          

熱伝達抵抗 Ｒo － － 0.090   

熱貫流抵抗  ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）   4.302   

熱貫流率   Ｕｎ＝１/ΣＲ   0.232  

平均熱貫流率 Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）    0.232 

部位毎に規定値が
あります￥。 

構成をリストから選択すると 
「熱橋面積比」が自動表示されます。 

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ②各部位のＵ値を求める 

室内側 

21 

部位Ｕ計算 
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■ 壁の熱貫流率 U値：[W/（㎡・K）] 

柱の厚さは、断熱材の厚さ
と同じで計算します 

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ②各部位のＵ値を求める 

（ 壁 軸組：柱・間柱間に充填する場合 ）の実質熱貫流率 Ｗ/（㎡Ｋ）   

仕様番号 
部 分 名 一般部 熱橋部 

熱橋面積比 0.830 0.170 

  
熱伝導率λ 
Ｗ/(ｍ・Ｋ) 

厚さｄ 
ｍ 

ｄ/λ 
㎡・Ｋ/Ｗ 

室内側 熱伝達抵抗 Ｒi － － 0.110 0.110 

石膏ボード 0.220 0.0125 0.057 0.057 

アクリアネクスト14K 0.038 0.105 2.763   

天然木材 0.120 0.105   0.875 

合板 0.160 0.009 0.056 0.056 

熱伝達抵抗 Ｒo －   0.110 0.110 

熱貫流抵抗  ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）   3.096 1.208 

熱貫流率   Ｕｎ＝１/ΣＲ   0.323 0.828 

平均熱貫流率 Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）    0.409 
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部位Ｕ計算 
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■ 床の熱貫流率 U値：[W/（㎡・K）]計算例 

（ その他床 軸組･枠組：大引間に充填(剛床工法) ）の実質熱貫流率 Ｗ/（㎡Ｋ）   

仕様番号 
部 分 名 一般部 熱橋部 

熱橋面積比 0.850 0.150 

  
熱伝導率λ 
Ｗ/(ｍ・Ｋ) 

厚さｄ 
ｍ 

ｄ/λ 
㎡・Ｋ/Ｗ 

室内側 熱伝達抵抗 Ｒi － － 0.150 0.150 

合板ﾌﾛｱ 0.160 0.012 0.075 0.075 

合板 0.160 0.024 0.150 0.150 

アクリアＵボード24K 0.036 0.105 2.917   

天然木材 0.120 0.105   0.875 

熱伝達抵抗 Ｒo － － 0.150 0.150 

熱貫流抵抗  ΣＲ＝Σ（ｄｉ/λｉ）   3.442 1.400 

熱貫流率   Ｕｎ＝１/ΣＲ   0.291 0.714 

平均熱貫流率 Ｕi＝Σ（ａin・Ｕｎ）    0.354 

断熱材が二層のと
きはそれぞれ入力
します。 

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ②各部位のＵ値を求める 
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部位Ｕ計算 



1）窓の入力                           方位係数 0.481 0.527     

窓番号 

寸法（ｍ） 

熱貫流率 
日射熱 
取得率 

付属部材 
の有無 

取得日射量補正係数の算出 
冷房期 
日射熱 
取得量 

暖房期 
日射熱 
取得量 

熱損失 
幅 高さ 

ﾃﾞﾌｫﾙﾄ 
値使用 

庇による補正計算 

Z ｙ1 ｙ2 

  0.6 0.9 2.33 0.51           0.12  0.07  1.26  

  0.9 1.1 2.33 0.51           0.23  0.14  2.31  

  0.6 0.9 2.33 0.51           0.12  0.07  1.26  

                          

窓 ＜西面＞ 各値合計 0.47  0.28  4.82  

「窓の熱貫流率（U値）」は、「ガラスと
サッシとの組み合わせ」ごとに、 
「日射熱取得率（η値）」は「ガラス」
の種類ごとに値が占められています。
「窓データ」のシートをご参照くだい。 
または、各サッシ・ガラスメーカーのカ
タログ値を入力してください。 

壁、窓、ドアの 熱損失量・日射取得量 
            （シートA：西） 

窓の開口寸法を入力します。 
• 下記寸法で可。 
• 建具の出来寸法（外のり寸法） 
• JISA4706に基づく呼称寸法 
• JISA4710およびJISA2102-1 

●4枚のシート＝A1「東」「西」「南」「北」 またはA2「南東」「南西」「北東」「北西」に入力します。 

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内 ②各部位のＵ値を求める 

庇を入力せずに「デフォルト値」
を使うこともできます。デフォル
ト値の方が数値が安全側に計算さ
れます。 

�y

��
�P

��
�Q

�º �à

��

日除け寸法の取り方 
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Ａ(東) 
(西)(南)(北) 



      2）ドアの入力                             

      
ドア番号 

寸法（ｍ） 
熱貫流率 

付属部材 
の有無 

冷房期 
日射熱 
取得量 

暖房期 
日射熱 
取得量 

熱損失 
      幅 高さ 

        0.9 2.1 2.33   0.07  0.08  4.40  

                      

      ドア ＜西面＞ 各値合計 0.07  0.08  4.40  

                                          

      3）外壁の入力                             

      
仕様番号 

外壁 
面積 

除外窓 
等面積 

計算対象 
外壁面積 

熱貫流率 
日射の当た

らない 
基礎等 

冷房期 
日射熱 
取得量 

暖房期 
日射熱 
取得量 

熱損失 
      

      外壁 33.31 3.96  29.35 0.409   0.20  0.21  12.00  

      小屋裏内壁                 

    玄関 400超基礎                 

                        

ユニットバス 400超基礎                 

                        

      外壁 ＜西面＞ 各値合計 0.20  0.21  12.00  

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ②各部位のＵ値を求める 

該当方位の壁の面積。窓
面積も含む 

壁、窓、ドアの 熱損失量・日射取得量 （シートA：西） 

4）住宅 ＜西面＞ 計算結果                                       

西
面 

 外皮等面積（内訳）   33.31  ㎡ （窓 2.07  ㎡、 ドア 1.89 ㎡、 外壁 29.35  ㎡） 

 冷房期総日射熱取得量                         0.74      

 暖房期総日射熱取得量                         0.58      

 総熱損失                         21.22  W/K   

「熱貫流率」×「計算対象面
積」×「温度差係数」結果が
表示されます。この方位の壁
面からの熱損失量です。 
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Ａ(東) 
(西)(南)(北) 



2）屋根・天井・外気等に接する床（以下「屋根等」という。）の入力     

仕様番号 
部位 
名称 

屋根等 
面積 

除外窓 
等面積 

計算対象 
外壁面積 

熱貫流率 
冷房期 
日射熱 
取得量 

暖房期 
日射熱 
取得量 

熱損失 

  屋根 0   0.00  0.254 0.00  0.00  0.00  

  天井 67.90   67.90  0.232 0.53  0.53  15.73  

  外気床 0   0.00  0.333 0.00  0.00  0.00  

  その他床 62.13   62.13  0.354 0.00  0.00  15.40  

                  

外壁 ＜屋根・天井・床＞ 各値合計 0.53  0.53  31.13  

26 

天井、屋根、床の 熱損失量・日射取得量（シートB） 
評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ②各部位のＵ値を求める 

1）天窓等の入力                             

窓番号 
寸法（ｍ） 

熱貫流率 
日射熱 
取得率 

付属部材 
の有無 

冷房期 
日射熱 
取得量 

暖房期 
日射熱 
取得量 

熱損失 
幅 高さ 

                  

                  

窓 ＜屋根・天井＞ 各値合計 0.00  0.00  0.00  

3）住宅 ＜屋根・天井・床等＞ 計算結果                          

屋
根
等
他 

 外皮等面積（内訳）          130.01  ㎡（ 天窓 0.00  ㎡、 屋根等 130.01  ㎡） 

 冷房期総日射熱取得量                         0.53      

 暖房期総日射熱取得量                         0.53      

 総熱損失                         31.13  W/K 

天窓があれば、寸法、熱貫流率（U値）、日射取得率（η値）、附属物を入力します。 
U値、η値は、「窓データ」シートの規定値またはメーカー値をご利用ください。 

「外壁」
以外の部
位の面積
を入力し
ます。 

外壁以外の
面からの熱
損失量です。 
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Ｂ(屋根・床等) 



基礎等の熱損失量 入力 （シートC） 

評価協 外皮計算書【AFGC追記版】  記入方法ご案内   ②各部位のＵ値を求める 

1）土間床等の面積の入力   

部位番号 部位名 面積 

外気側 玄関土間 2.50 

床下側 玄関土間   

外気側 浴室土間 3.30 

床下側 浴室土間   

      

土間床等面積合計 5.80  

2）基礎等の断面仕様の入力                                           

部位番号 部位名 
断熱材 
熱抵抗 
Ｒ１ 

断熱材 
熱抵抗 
Ｒ２ 

断熱材 
熱抵抗 
Ｒ３ 

断熱材 
熱抵抗 
Ｒ４ 

基礎高 
 

Ｈ１ 

底盤高 
 

Ｈ２ 

断熱材 
根入れ 
Ｗ１ 

断熱材 
折返し 
Ｗ２ 

断熱材 
折返し 
Ｗ３ 

適 用 
計算式 
番 号 

熱貫流
率 

外気側 玄関土間         0.4 0       (18) 1.80  

床下側 玄関土間         0.4 0       (18) 1.80  

外気側 浴室土間       1.9 0.4 0       (18) 0.49  

床下側 浴室土間       1.9 0.4 0       (18) 0.49  

                          

 注１：上記各部の寸法は下図の寸法等（長さｍ、熱抵抗㎡K/W）を入力して下さい。 

 注２：Ｈ１の寸法（基礎高さ）は0.4ｍを上限とし、0.4ｍを超える部分は内訳計算シートＡで計算して下さい。 

(注) 断熱材を入れない 
場合でも入力が必要！ 

設置する断熱材の熱抵抗値を入力します。 
熱抵抗値（R）＝厚さ（ｍ）÷熱伝導率（λ）です。 
断熱材を設置しない場合は”0”を入力します。 

必要に応じ断熱材の
幅を入れる 

3）基礎等の外周長さの入力           

部位番号 部位名 
基礎等 
外周長 

Ｌ 

温度差 
係 数 

熱損失 

外気側 玄関土間 3.19 1.0  5.74  

床下側 玄関土間 3.19 0.7  4.02 

外気側 浴室土間 3.64 1.0  1.80  

床下側 浴室土間 3.64 0.7  1.26  

          

基礎等熱損失合計 12.82 

基礎の周長を入力
します。 
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Ｃ(基礎) 
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外皮性能計算書 計算結果表示例(６地域) 

外皮平均熱還流率(UA) 
暖房機の平均日射取得率(ηAH) 
冷房機の平均日射取得率(ηAC) 
は、 
一次エネルギー消費量の 
算定時に使用 

（2017年4月25日　AFGC修正）

1）基本情報の入力

階 階

2）計算結果

3）省エネルギー基準外皮性能適合可否結果

基準値 判定

適合

適合

基準レベル

ZEH外皮一般

↑(プルダウンメニュー)

ZEH外皮一般,
ZEH外皮強化(加点),
等級４，３，２から
選択

　住宅の名称 ZEH標準　温暖地モデル

地上 2 、地下

６（Ⅳb）

　住宅の規模

　住宅の所在地 （地域区分）

住宅の外皮平均熱貫流率及び平均日射熱取得率（冷房期・暖房期）計算書 

‐H28年省エネルギー基準に基づく（木造戸建て住宅）‐

2.4　暖房期の平均日射熱取得率（η AH）

　外皮平均熱貫流率（UA） 0.58 W/（㎡K） 　冷房期の平均日射熱取得率（η AC） 2.5

　外皮等面積の合計 308.08 ㎡

計算結果

　外皮平均熱貫流率　 0.58 W/（㎡K） 0.6 W/（㎡K）

ZEH支援事業の暫定措置として4・5地域の外皮強化UA値は、
0.50以下でも加点対象とみなします。

　冷房期の平均日射熱取得率 2.5 2.8

共通条件・結果 



①外被性能基準（ＵA・ηＡC）の計算方法 
 

② ZEH基準に対応する外皮仕様例（6地域） 
 

③ 施工のポイント（充填断熱工法） 
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H29年度ZEH支援事業 公募状況 
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自立循環型住宅への設計ガイドライン 
   温暖地モデル住宅 

ZEH基準に対応する外皮仕様例に使用したモデル住宅 
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①目標UA値0.6以下（軸組構法） 

 
 
 

窓：U=2.33 
  (アルミ樹脂複合サッシ  
  Low-EペアA10：日射取得型) 
扉：玄関 U=2.33 

ネット・ゼロ・エネルギーハウス支援事業、地域型グリーン化事業にも対応できます。 

床（剛床） 

24K 105㎜ 

Ｈ29年度ＺＥＨ基準  推奨仕様例 （6地域） 

天井 
14K 155㎜ 

壁 
14K 105㎜ 

開口部（例） 

（自立循環型住宅への設計ガイド 
 ライン   温暖地モデル住宅 での例） 

木造2階建 延べ面積120.07㎡ 
開口部面積比率 10.4% 

ZEH基準 設計 
ＵA 0.6 0.58 
ηAＣ 2.8 2.5 
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②目標UA値0.5以下 
  [外皮強化基準] （軸組構法）  

 
 
 

窓：U=１.６ 
(樹脂サッシ+ ダブルLow-Eトリプル 
  Arガス7㎜×2：日射取得型) 
扉：玄関 U=2.33 

ネット・ゼロ・エネルギーハウス支援事業、地域型グリーン化事業にも対応できます。 

床（剛床） 

36K 105㎜ 

H29年度ＺＥＨ外皮強化基準 推奨仕様例 （6地域） 

天井 
20K 155㎜ 

壁 
36K 105㎜ 

開口部（例） 

（自立循環型住宅への設計ガイド 
 ライン   温暖地モデル住宅 での例） 

木造2階建 延べ面積120.07㎡ 
開口部面積比率 10.4% 

ZEH基準 設計 
ＵA 0.5 0.48 
ηAＣ 2.8 2.0 



①外被性能基準（ＵA・ηＡC）の計算方法 
 

② ZEH基準に対応する外皮仕様例（6地域） 
 

③ 施工のポイント（充填断熱工法） 
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充填断熱施工の基本概念 

断熱材を隙間なく施工します 

床下や小屋裏から外壁・間仕切壁に
外気が入り込まないようにします（気
流止め） 

外壁を独立した空間にする 

間仕切り壁に外気を入れない 

室内側に防湿層を連続させます 

床下や小屋裏から外壁・間仕切壁に    
外気が入り込むと               
●冷暖房のロス               
●結露が発生する危険性  といった問
題が発生する恐れがあります。 
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充填断熱施工のポイント 

② 断熱材を隙間なく施工する 

① 気流止め（床下部、小屋裏部） 

③ 防湿気密層を連続させる 



土間床の施工（浴室）① 

ユニットバス型の浴室下部の床に
相当する部分が断熱されている
場合には、壁･床との取り合い部
に適当な気流止めが設置され、
床下換気を確保することで土間床
外周部の断熱施工を省略できま
す。 

・土間床外周部に断熱材を施工します。 

・点検口も断熱材で塞ぐか、脱衣所まで基礎でくるみ基礎外周を断熱
し、床に点検口を設けます。 
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土間床の施工（浴室）② 

壁にアクリアネクストを充填し、防湿フィルムの耳を柱･間柱･桁･
梁･土台の見附面に留付けフィルムの継ぎ目をボード等で押さえ
付けます。（胴縁材等で押さえ付けても可） 

ボードが張れない場合は別張りシートを張り、シートの四隅を胴
縁材等で押さえ付ける方法もあります。 

ユニットバス設置前に必ず外壁の断熱・防露施工を行います。 

【正しい施工】                              

ユニットバス設置前に断熱材の充填、ボードの張り上げが完了し
ている。 

 

【間違った施工】                            

壁の断熱材は充填されていますが、防湿フィルムの継ぎ目が押さ
えられていません。  ユニットバスを設置してしまうとフィルム継
ぎ目の処理（押さえやテープ止め）が出来ません。 
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床の施工（一般の床） 

一般の床については防湿層の施工が省略できます。 

ただし防露上必要な気密処理として床下地材は、下地のある部分でつ
なぐか目地を気密テープで塞ぎます。                                             
（実付き合板の場合はテープ不要） 
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床の施工（一般の床・剛床） 
（１）剛床の場合 

・土台、大引間にアクリアＵボードを充填します。 

・剛床の場合、床下地材で床下からの気流が       
止められます。 

40 



床の施工（一般の床・根太床） 
（２）根太床の場合 

４地域以南の気流止めは防湿フィルム付きグラスウールの仕様でも可です。 

（筋交いがある部分には 

 適用できません。） 
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壁の施工（大壁）① 
（１）大壁の施工 
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壁の施工（大壁）② 

ボードを張り上げない場合は
フィルムの継ぎ目を胴縁材で押
えるか気密テープで留めます。
ただし、劣化による剥がれ等の
懸念もあるので、ボードや木材
での抑えが望ましい。 
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壁の施工（筋交い部） 
（３）筋交い部分の施工 
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筋交いレス（面材工法）による施工性改良例 

筋交い部の断熱施工は手間がかかりますが、面材
工法では施工性が大幅に改善されます。 ポイント 

ダブル 

筋交い 

※手前側筋交いの裏に
断熱材を施工するには手

間がかかる 

面材工法では
筋交いがないた
め通常の壁の
断熱施工と同

じ！ 

面材 

アクリアならチクチク感も少なく
面材工法施工性は大幅改善！ 
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コンセントボックス・配管回り 

（４地域以南は推奨） 

配管用気密部材 
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天井の施工① 
別張り防湿シートが防湿層になります。小屋裏の外気が壁内に入らないように気流止めを施工します。 

小屋裏の換気は十分に行って下さい。 

（１）外壁との取り合い 

石膏ボードの継ぎ目の全てに下地（野縁）がある場
合は、アクリアマット14K155㎜（防湿フィルムの透湿
抵抗値：0.043m2sPa/ng）を1層で隙間なく敷き詰める
ことも出来ます 

住宅金融支援機構 木造住宅工事仕様書では、  小屋
裏換気孔の有交換機面積の規定がるので注意。 
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天井の施工② 
（２）間仕切り壁との取り合い 

4~8 

（筋交いがある部分には適用できません。） 
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充填断熱施工のポイント 

② 断熱材を隙間なく施工 

① 気流止め（床下部、小屋裏部） 

③ 防湿気密層を連続させる 



旭ファイバーグラス ホームページで施工動画公開中 
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①外被性能基準（ＵA・ηＡC）の計算方法 
 

② ZEH基準に対応する外皮仕様例（6地域） 
 

③ 施工のポイント（充填断熱工法） 

 本日お話した項目 
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ご清聴ありがとうございました。 


